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タンパク質
Metabolic pathways of fungal
[Wisecaver et al, PLOS Genetics, (2015)]
Gene expression pathway


































































𝑃 𝑿 𝑮, 𝒉
疑問点に対する答え数値シミュレーションの結果 (𝜌 = 0.05)
詳細については以下の資料をご覧ください。
Ø 原著論⽂：AS & Kunihiko Kaneko, Physical Review Letters 124, 218101 (2020).
Ø ⽇本語解説：統計数理研究所プレスリリース (2020年5⽉25⽇)







































































𝐸+|-! 𝑄 𝑋 − 𝐸+|- 𝑄 𝑋 ∝ 𝐸+|-,/[𝑄(𝑋)] − 𝐸+|-[𝑄(𝑋)]
適当な統計量𝑄について次の関係が成⽴する
